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一
は
じ
め
に
明
治
維
新
の
年
に
當
た
る
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
は
、
目
漱
石
を
は
じ
め
、
正
岡
子
規
、
尾
崎
紅
、
幸
田
露
、
齋

雨
、
南
方
熊
楠
、
宮
武
外
骨
ら
が
生
ま
れ
て
お
り
、
文
界
を
に
な
う
人
材
の
當
た
り
年
で
あ
っ
た
と
い
う
（
１
）。
お
よ
そ
四
十
年
の
時
	を

て
て
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
は
ま
た
中
島
敦
を
は
じ
め
、
太
宰
治
、
松
本
張
、
大
岡
昇
、
埴
谷
雄
高
ら
を
輩
出
し
た
當
た
り
年
で
も
あ
り
、
折
し
も
二
〇
〇
九
年
は
彼
ら
の
生
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
回
り
と
な
っ
て
い
た
（
２
）。
そ
の
中
で
太
宰
治
は
、
そ
の
自
己
の
惱
を
表
白
す
る
文
體
が
當
今
の

た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
よ
く
讀
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
太
宰
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
戰
爭
未

人
の
女
性
と
玉
川
上
水
に
身
を
投
げ
、
奇
し
く
も
三
十
九
回
目
の
生
日
と
な
る
六
十
九
日
に
體
が
發
見
さ
れ
た
。
そ
の
日
は
「
櫻
桃
忌
」
と
し
て
太
宰
を
哀
惜
す
る
フ
ァ
ン
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
太
宰
の
死
よ
り
も
六
年
も
早
く
、
痼
疾
と
も
な
っ
た
喘
息
の
病
に
犯
さ
れ
て
非
命
に
死
し
た
の
が
中
島
敦
な
の
で
あ
っ
た
。
中
島
が
く
な
っ
た
の
は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
短
い
三
十
三
の
境
涯
を
思
う
に
つ
け
想
さ
れ
る
の
が
、
そ
の
生
日
の
こ
と
で
あ
る
。
中
島
敦
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
五
日
に
東
京
市
四
谷
四
谷
笥
町
五
十
九
番
地
の
岡
崎
太
方
で
出
生
し
た
こ
と
、
そ
の
生
日
は
父
田
人
と
同
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
年
譜
等
の
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
今
日
、
五
五
日
は
國
民
の
日
で
あ
る
「
子
供
の
日
」
と
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
最
後
を
っ
て
い
る
が
、
こ
の
日
が
制
定
さ
れ
た
の
は
「
國
民
の
日
に
關
す
る
法
律
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
昭
和
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
傳
」
「
山
記
」
に
向
け
て
堀

二
十
三
年
の
こ
と
で
、
そ
の
後
「
こ
ど
も
の
日
」
を
含
む
「
兒
童
愛


」
が
定
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
「
こ
ど
も
の
日
」
の
由
來
は
、
古
く
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
五
五
日
を
「
子
供
愛
デ
ー
」
と
し
た
の
に
遡
る
ら
し
い
が
、
時
の
中
島
少
年
が
い
か
な
る
子
供
愛
の
恩
惠
に
浴
し
た
か
は
知
る
べ
く
も
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
五
五
日
と
い
う
日
は
、
端
午
の
句
な
い
し
は
蒲
の
句
と
稱
さ
れ
、

時
の
日
本
	會
に
お
い
て
は
と
り
わ
け
男
兒
の

育
を
う
日
と
し
て
意
味
を
も
っ
た
。
端
午
の
句
自
體
は
、
中
國
か
ら
渡
來
し
た
時
俗
で
あ
り
（
３
）、

育
に
關
し
て
は
、
こ
の
日
生
ま
れ
た
子
は
將
來
親
を
無 な
みす
る
と
い
う
「
五
五
日
生
子
」
に
ま
つ
わ
る
俗
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
日
に
生
ま
れ
た
孟
嘗
君
の
史
傳
で
あ
る
『
史
記
』
孟
嘗
君
列
傳
な
ど
の
文
獻
料
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（
４
）。
そ
の
た
め
、
生
ま
れ
た
子
を
一
度
て
て
、
そ
れ
を
拾
っ
て
育
て
る

育
に
ま
つ
わ
る
俗
も
存
在
し
、
日
本
の
風
土
に
お
い
て
も
地
方
に
父
親
の
四
十
二
の
厄
年
の
こ
の
日
に
生
ま
れ
た
子
を
一
た
び
て
子
に
し
て
育
て
る
等
々
の
俗
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
（
５
）。
こ
の
端
午
の
句
に
は
、
鬼
を
治
す
る
「
鍾
馗
」
の
人
形
を
か
ざ
り
、
「
登
龍
門
」
を
象
す
る
「
鯉
の
ぼ
り
」
を
は
た
め
か
せ
、
「
武
し
よ
う
ぶ
（
武
を

た
ふ
とぶ
）
」
に
が
じ
て
、
の
形
が
劍
に
似
る
「
蒲
し
よ
う
ぶ
」
を
入
れ
た
湯
に
入
る
俗
が
日
本
の
風
土
に
は
定
す
る
。
江
の
武
家
	會
に
生
き
續
け
る
「
武
」
を
鍛
す
る
傳
統
の
中
に
、
中
國
傳
來
の
端
午
の
俗
が
溶
け
こ
ん
で
日
本
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

と
し
て
知
ら
れ
る
「
粽
」
は
、
和
子
と
し
て
の
粽
と
柏
餅
へ
の
日
本
な
應
と
變
も
 め
ら
れ
る
が
、
そ
の

の
!源
は
、
楚
の
王
族
で
三
閭
大
夫
の
官
職
を
務
め
な
が
ら
讒
言
さ
れ
、
か
く
て
五
五
日
に
汨
羅
の
流
れ
に
身
を
投
じ
た
屈
原
へ
の
慰
靈
と
"
魂
の
傳
承
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
加
え
て
、
「
競
渡
」
と
呼
稱
さ
れ
る
龍
船
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
、
投
身
し
た
屈
原
に
對
す
る
救
命
探
索
の
行
爲
に
源
流
す
る
と
相
承
さ
れ
、
中
國
國
#は
も
と
よ
り
日
本
を
含
め
て
廣
範
な
$人
	會
に
お
い
て
年
中
行
事
の
中
に
定
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
中
國
古
代
の
屈
原
に
由
來
す
る
日
だ
け
に
、
そ
の
五
五
日
が
中
國
と
多
樣
な
深
い
關
わ
り
を
も
つ
中
島
の

生
日
で
あ
る
こ
と
に
一
種
の
因
%め
い
た
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
中
島
は
、
自
傳
作
品
で
あ
る
「
狼
疾
記
」
（
昭
和
十
七
年
十
一
刊
の
『
南
島
譚
』
&收
）
に
作
中
人
物
の
三
'の
肉
聲
を
も
っ
て
「
父
(傳
來
の
儒
家
の
家
に
育
っ
た
自
分
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
(父
中
島
撫
山
以
來
の
｢儒
學
｣に
象
さ
れ
た
「
)學
」
の
家
柄
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
は
、
*知
の
り
で
あ
る
。
撫
山
の
六
男
で
あ
っ
た
父
田
人
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
生
ま
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
195
れ
で
、
當
時
は
千
縣
銚
子
中
學
校
に
奉
職
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
學
校
に
上
が
る
こ
と
な
く
「
幼
ヨ
リ
父
兄
ニ
就
キ
テ
國
語
文
ヲ
修
ス
（
６
）」
と
い
う
經
で
、
文
部
省
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
員
檢
定
試
驗
を
受
け
て
文
員
の
格
を
取
得
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
母
チ
ヨ
（
千
代
子
）
は
、
官
で
あ
っ
た
岡
崎
氏
の
一
人
娘
と
し
て
明
治
十
八
年
（
一
九
八
五
）
十
一
	二
十
三
日
に
生
ま
れ
、
東
京
女
子
師
範
學
校
を
卒
業
し
て
小
學
校
に

め
た
人
と
い
う
。
中
島
は
こ
の
母
の
實
家
で
生
ま
れ
、
そ
の
出
生
と
と
も
に
父
も
三
十
五
を

え
た
が
、
こ
の
中
島
の
家
の
場
合
、
と
り
わ
け
中
國
の
文
風
土
と
も
關
わ
り
が
深
か
っ
た
だ
け
に
、
端
午
の
句
の
傳
統
を
享
受
し
つ
つ
、
男
兒
の
育
を
う
こ
の
日
に
中
島
と
い
う
男
兒
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
慶
す
る
一
方
で
、
父
子
二
代
が
そ
ろ
っ
て
こ
の
日
を
生
日
と
す
る
こ
と
に
二
重
の
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
健
康
と
將
來
の
立
身
と
を
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
中
島
が
生
し
て
わ
ず
か
二
年
餘
り
後
に
母
は
離
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
幼
年
の
中
島
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
八
	、
埼
玉
縣
久
喜
町
の
中
島
家
に
引
き
取
ら
れ
、
母
・
伯
母
ら
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
が
、
父
撫
山
は
こ
の
年
の
六
	に
八
十
三
で
他
界
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
六
年
後
に
は
奈
良
に
赴
任
し
て
い
た
父
に
引
き
取
ら
れ
、
年
に
父
が
娶
っ
た
第
二
の
母
カ
ツ
と
會
う
。
氣
性
の
激
し
い
カ
ツ
に
折
檻
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
カ
ツ
も
中
島
十
五
の
時
に
妹
（
澄
子
）
を
生
ん
で
く
な
り
、
そ
の
一
年
後
に
は
第
三
の
母
が
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
複
雜
な
家
庭
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、
中
島
の
學
業
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
父
は
も
と
よ
り
多
士
濟
々
の
伯
父
や
叔
父
か
ら
陰
に
陽
に
少
な
か
ら
ざ
る
學
問
な
影
を
蒙
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
撫
山
の
長
男
（
綽
軒
）
は
栃
木
縣
に

學
塾
「
明
誼
學
舍
」
を
興
し
な
が
ら
、
中
島
が
生
す
る
三
年
の
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
し
た
。
男
端
は
私
塾
「
明
倫
」
の
初
代
長
を
務
め
て
、
中
島
の
小
「
斗
南
先
生
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
物
。
三
男
竦 しよ
うは
號
を
玉
振
と
い
い
、
物
靜
か
な
讀
書
人
で
蒙
古
、
文
字
學
、
龜
田
齋
の
究
に
た
ず
さ
わ
り
、
「
斗
南
先
生
」
に
は
「
お
髯
の
伯
父
」
と
出
て
き
て
、
中
島
と
う
ま
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
端
・
竦
は
と
も
に
生
涯
獨
身
で
あ
っ
た
。
四
男
翊 たす
くは
學
校
を
出
た
牧
師
、
五
男
開
 は
!船
學
を
修
め
た
"軍
軍
人
。
七
男
比 ひ
多 た
吉 き
は
、
六
男
田
人
の
弟
に
は
な
る
が
、
東
京
外
國
語
學
校
支
#科
を
卒
業
し
た
官
僚
で
、
滿
州
國
$問
官
と
し
て
溥
儀
の
側
%と
な
っ
た
。
事
實
と
し
て
「
斗
南
先
生
」
に
は
こ
れ
ら
の
伯
父
・
叔
父
と
の
&來
の
一
斑
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
デ
ビ
ュ
ー
す
る
や
早
世
し
て
し
ま
っ
た
作
家
中
島
敦
に
と
っ
て
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
196
僥
倖
と
も
い
え
る
こ
と
は
、
作
品
數
も
多
作
と
は
い
え
な
い
中
で
、
日
本
の
戰
後
の
育
境
に
あ
っ
て
、
國
語
科
科
書
の
材
に
用
さ
れ
て
多
く
の
人
々
が
作
品
を
享
受
す
る
土
壤
が
創
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
等
學
校
國
語
科
の
材
に
「
山
記
」
が
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
用
さ
れ
、
し
か
も
安
定
材
と
い
わ
れ
る
現
今
の
材
境
が
現
出
し
て
久
し
い
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
、
中
學
三
年
の
國
語
材
と
し
て
「
名
人
傳
」
が
用
さ
れ
て
い
た
時
代
（
７
）
も
あ
る
。
太
宰
治
の
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
が
中
學
校
の
安
定
材
と
な
っ
て
い
る
事
實
と
相
俟
っ
て
、
明
治
四
十
二
年
の
同
年
生
ま
れ
の
短
命
作
家
の
作
品
が
、
片
や
中
學
校
の
、
片
や
高
等
學
校
の
安
定
材
と
い
わ
れ
る
位
置
を
占
め
て
い
る
現
に
は
、
奇
し
き
を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。そ
の
中
島
敦
の
創
作
活
動
、
と
り
わ
け
中
島
敦
に
底
流
す
る
學
	
な
血
流
に
思
い
を
い
た
せ
ば
、
「
記
」
や
「
傳
」
と
い
っ
た
語
に
よ
る
中
國
流
と
も
い
え
る
作
品
の
命
名
の
う
ち
に
中
島
の
創
作
の
意
圖
を
讀
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
作
品
の
中
に
あ
っ
て
、
「
記
」
が
つ
く
も
の
に
「
山
記
」
と
「
狼
疾
記
」
と
が
あ
り
、
｢
傳
」
が
つ
く
も
の
に
「
名
人
傳
」
が
あ
る
。
そ
し
て
「
山
記
」
の
原
據
に
は
「
人
虎
傳
」
も
あ
る
。
中
島
の
作
家
活
動
に
お
い
て
、「
傳
」
と
「
記
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
か
。
本
論
考
の
タ
イ
ト
ル
に
い
う
「
記
」
と
「
傳
」
に
は
、
一
つ
に
は
「
山
記
」
と
「
人
虎
傳
」
と
に
關
す
る
作
品
論
	な
問
題
提

を
も
含
意
す
る
。
以
下
に
文
體
論
	
點
か
ら
體
	に
考
え
て
み
た
い
。
二
「
記
」
と
「
傳
」
Ⅰ
―
「
山
記
」
の
命
名
―
中
島
敦
と
い
う
作
家
の
文
壇
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、
「
文
學
界
」
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
二
號
に
載
さ
れ
た
「
古
譚
」
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
山
記
」
と
「
文
字
」
の
二
篇
が
含
ま
れ
て
い
た
（
８
）。
發
表
當
時
、
中
島
は
い
ま
だ
南
洋
廳
の
職
に
あ
っ
て
パ
ラ
オ
島
に
滯
在
し
て
い
た
。
中
島
は
南
洋
の
風
土
が
持
病
の
喘
息
に
と
っ
て
轉
地
療
法
	
に
よ
い
も
の
と
思
っ
て
立
っ
た
も
の
の
、
そ
の
風
土
が
か
え
っ
て
身
體
に
ひ
ど
く
惡
い
こ
と
を
經
驗
	に
知
っ
て
、
本
土
出
張
の
方
法
を
使
っ
て
歸
國
を
果
た
し
た
が
、
歸
國
す
れ
ば
芥
川
龍
之
介
の
再
來
で
あ
る
、
日
本
の
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
と
持
て
囃
さ
れ
る
と
同
時
に
、
「
文
學
界
」
同
年
五
に
載
っ
た
「
光
と
風
と
」
は
同
年
上
期
の
芥
川
賞
の
候
補
作
と
な
っ
た
。
以
來
、
そ
の
反
は
大
き
く
、
大
い
に
そ
の
活
が
期
待
さ
れ
な
が
ら
、
早
く
も
同
年
十
一
に
激
し
い
喘
息
の
發
作
に
見
わ
れ
、
入
院
加
療
を
餘
儀
な
く
さ
れ
て
、
に
は
十
二
四
日
に
不
歸
の
客
と
な
っ
た
。
そ
の
文
壇
で
の
活
動
は
、
中
島
が
好
ん
で
讀
ん
だ
『
子
』
外
篇
「
知
北
」
に
出
典
す
る
「
白
駒
隙
を
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
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ぐ
」
と
い
っ
た
體
で
、
電
光
石
火
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。デ
ビ
ュ
ー
作
の
一
篇
と
な
る
「
山
記
」
に
關
し
て
は
、
知
の

り
、
中
國
の
代
小
に
基
づ
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

代
小
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
つ
に
、
宋
の
太
興
國
年
	に

立
し
た
『
太
廣
記
』
卷
四
二
七
「
虎
二
」
に
「
李
」
の
題
で
收
載
さ
れ
、
文
末
に
典
據
を
「
出
『
宣
室
志
』」
と
明
記
す
る
も
の
、
ま
た
一
つ
に
、
明
の
陸
楫
の
輯
に
な
る
『
古
今

』
や
の
陳
塘
の
纂
に
な
る
『
人
薈
』
（
一
名
『
代
叢
書
』
）
に
收
め
ら
れ
、
「
人
虎
傳
」
の
タ
イ
ト
ル
を
以
て
行
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
中
島
は
、
後
の
『
人

薈
』
に
依
據
し
て
訓
讀
解
さ
れ
た
『
國
譯
文
大

』
文
學
部
第
十
二
卷
「
晉
小

（
９
）」
に
・
李
景
亮
撰
と
し
て
載
る
「
人
虎
傳
」
に
よ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
作
品
と
タ
イ
ト
ル
の
問
題
に
拘
っ
て
み
る
と
、
中
島
が
「
人
虎
傳
」
に
依
據
し
な
が
ら
そ
の
題
を
襲
用
せ
ず
に
「
山
記
」
を
冠
す
る
に
い
た
る

に
は
、
『
太
廣
記
』
の
ご
と
く
に
作
中
人
物
名
を
も
っ
て
題
名
と
す
る
こ
と
を
も
含
め
て
、
い
く
つ
か
の
擇
肢
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
と
も
思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
代
文
學
の
「
fictio
n
」
の
世
界
に
お
い
て
、
西
洋
文
學
の
場
合
は
作
中
人
物
の
名
を
そ
の
ま
ま
タ
イ
ト
ル
に
命
名
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
影
下
に
あ
る
日
本
の
文
學
風
土
の
中
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
個
人
の
名
を
そ
の
ま
ま
タ
イ
ト
ル
に
げ
る
こ
と
は
極
め
て
少
數
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
少
し
く
檢
證
し
て
み
れ
ば
、
西
洋
に
あ
っ
て
は
、「
代
文
學
の
」
と
稱
さ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
は
ミ
ゲ
ル
・
デ
・
セ
ル
バ
ン
テ
ス
（
一
五
四
七
～
一
六
一
六
）
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
筆
頭
に
し
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
小
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
七
〇
七
～
一
七
五
四
）
に
『
ト
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
て
子
ト
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
物
語
）』
、
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
（
一
八
一
二
～
一
八
七
〇
）
に
『
オ
リ
バ
ー
・
ツ
イ
ス
ト
』
や
『
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
』、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
（
一
八
〇
九
～
一
八
四
九
）
に
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
』
、
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
（
一
八
二
一
～
一
八
八
〇
）
に
『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』、
ロ
シ
ア
の
ト
ル
ス
ト
イ
（
一
八
二
八
～
一
九
一
〇
）
に
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
と
い
っ
た
、
多
く
の
個
人
名
そ
の
も
の
を
作
品
に
冠
し
た
大
作
の
名
を
檢
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
）。
名
こ
そ
、
そ
の
人
物
の
生
き
ざ
ま
を
、
人
生
を
象
す
る
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
名
は
體
を
表
す
」
以
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
日
本
の
作
家
の
場
合
は
ど
う
か
。
森
外
に
は
い
わ
ゆ
る
史
傳
の
「
澁
江
抽
齋
」
（
一
九
一
六
年
）「
伊
澤
軒
」
（
一
九
二
三
年
）「
北
條
霞
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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亭
」
（
「
狩
谷
齋
」
も
執
筆
豫
定
で
あ
っ
た
）
を
は
じ
め
、
小
に
「
大
鹽
八
」
（
一
九
一
四
年
）
と
い
っ
た
複
數
の
作
を
、
ま
た
幸
田
露

に
も
史
傳
に
「

」
（
一
九
〇
八
年
）・「
蒲
生
氏
	」
（
一
九
二
五
年
）・
「
將
門
」
（
一
九
二
五
年
）
の
名
を

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
芥
川
龍
之
介
に
は
中
國
の
代
傳
奇
小
に
基
づ
く
「
杜
子
春
」
（
一
九
二
〇
年
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
小
に
は
ほ
と
ん
ど
實
名
に
よ
る
命
名
は
な
い
。
志
賀
直
哉
の
「
大
津
順
吉
」
は
自
傳
風
に
父
と
の
葛
を
き
、
典
型
な
個
性
を
示
し
た
例
の
作
品
で
あ
る
が
、
有
島
武
が
い
た
早

さ
つ
き
子
と
い
う
自
由
放
な
生
き
方
を
し
て
自
滅
し
た
女
性
の
境
涯
は
、
「
或
る
女
」
の
呼
稱
を
以
て
一
個
人
に
特
定
す
る
こ
と
を
け
る
か
の
よ
う
に
婉
曲
し
て
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
代
日
本
文
學
の
特
と
も
な
る
ら
し
い
。
中
島
の
作
品
に
も
「
李
陵
」
の
題
で
知
ら
れ
た
作
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、
こ
の
作
品
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
四
日
、
中
島
が
不
歸
の
客
と
な
っ
て
後
、
作
と
し
て
「
文
學
界
」
昭
和
十
八
年
七
號
に
發
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
中
島
が
自
ら
題
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
事
實
を
確
し
て
お
く
必
が
あ
ろ
う
。
本
作
を
推
挽
し
た
深
田
久
彌
は
同
號

の
「
故
中
島
敦
君
」
の
中
で
發
表
の
經
を
記
し
て
い
る
。
中
島
敦
君
は
昨
年
十
二
四
日
に
く
な
ら
れ
た
。
本
誌
に
載
せ
た
「
李
陵
」
は
そ
の
最
後
の
作
で
、
ま
だ
稿
の
ま
ゝ
、
題
さ
へ
つ
い
て
ゐ
な
い
。
中
央
公
論
二
號
に
載
つ
た
「
弟
子
」
の
元
の
題
が
「
子
路
」
で
あ
つ
た
か
ら
、
い
ま
假
に
僕
が
「
李
陵
」
と
附
け
て
お
い
た
。
「
李
陵
」
の
題
が
、
深
田
の
命
名
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
。
原
稿
の
外
に
「
 北
悲
歌
」
な
い
し
「
莫
北
」
と
い
っ
た
文
字
が
殘
さ
れ
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
う
が
、
決
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
（
!）。
こ
の
「
李
陵
」
の
命
名
が
中
島
自
身
に
よ
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
こ
で
中
國
の
古
典
の
世
界
に
話
を
"ぼ
せ
ば
、
「
李
陵
」
の
ご
と
く
人
物
名
を
冠
さ
れ
た
題
名
は
、「
山
記
」
の
原
據
を
考
え
る
際
に

げ
た
『
太
廣
記
』
載
の
「
李
」
に
も
め
ら
れ
た
。
こ
の
中
國
に
お
け
る
人
名
を
冠
し
た
題
名
の
あ
り
よ
う
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
ず
檢
討
し
て
お
き
た
い
。
三
「
記
」
と
「
傳
」
Ⅱ
―
史
傳
の
檢
證
―
『
太
廣
記
』
五
百
卷
は
、
#書
と
し
て
の
部
#分
け
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
$般
に
わ
た
っ
て
題
名
の
表
記
を
檢
證
し
て
み
る
と
、
多
く
の
場
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
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合
は
お
よ
そ
人
名
を
以
て
題
名
と
し
て
げ
る
の
が
常
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
記
し
た
芥
川
龍
之
介
の
「
杜
子
春
」
に
題
材
を
提
供
し
た
の
は
「
杜
子
春
傳
」
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
も
『
太

廣
記
』
卷
十
六
「
仙
十
六
」
に
は
『
續
玄
怪
』
を
出
典
と
し
て
「
杜
子
春
」
の
題
で
收
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
つ
、
そ
う
し
た
記
名
な
題
名
は
、
「
紀
傳
體
」
に
よ
る
中
國
史
書
の
世
界
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
列
傳
」
の
あ
り
よ
う
と
も
無
關
係
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
史
記
』
（
・
司
馬
	
撰
）
は
、
史
記
卷
六
十
六
伍
子
胥
列

傳

第
六
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
の
よ
う
に
個
人
の
傳
を
載
せ
、
ま
た
、
史
記
卷
六
十
三
老
子
韓
非
列

傳

第
三
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
の
よ
う
に
複
數
の
人
物
（
こ
こ
で
は
老
子
と
韓
非
）
の
傳
を
せ
て
載
せ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
史
記
卷
八
十
六
刺
客
列

傳

第
二
十
六
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
の
よ
う
に
、
人
物
名
で
は
な
く
「
刺
客
」
と
い
う
人
物
範
疇
を
示
す
タ
イ
ト
ル
で
複
數
の
人
物
の
傳
を
げ
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
傳
を
「
＊
＊
傳
」
の
ご
と
く
に
稱
す
る
こ
と
も
常
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
載
の
方
法
は
、
『
書
』
（
後
・
班
固
撰
）
に
お
い
て
は
、
書
卷
三
十
一
陳
項
傳

第
一
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
の
よ
う
に
、「
列
傳
」
の
語
を
「
傳
」
に
變
え
て
繼
承
さ
れ
、『
後
書
』
で
は
、『
史
記
』
流
の
「
＊
＊
列
傳
第
×
×
」
の
記
載
に
り
、『
三
國
志
』
は
ま
た
「
＊
＊
傳
第
×
×
」
と
記
し
、
『
晉
書
』
（
・
玄
齡
等
撰
）
か
ら
後
の
正
史
に
な
る
と
、
晉
書
卷
五
十
四
列
傳
第
二
十
四
陸
機
孫
拯
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
陸
雲
弟
耽
從
父
兄
弟
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
の
よ
う
に
、
「
列
傳
」
の
卷
數
を
記
し
た
後
に
、
逐
一
人
名
を
明
記
し
て
史
傳
を
書
く
體
裁
が
確
で
き
る
。
さ
ら
に
『
魏
書
』
（
北
齊
・
魏
收
撰
）
よ
り
後
に
は
、
魏
書
卷
七
十
六
列
傳
第
六
十
四
盧
同
趙
烈
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
の
よ
う
に
、
「
列
傳
」
の
卷
數
を
記
し
た
後
に
、
載
す
る
列
傳
の
人
人
名
を
ま
と
め
て
明
記
す
る
體
裁
が
確
で
き
る
。
以
後
の
正
史
の
中
で
、『
	
書
』
（
後
晉
・
劉

撰
）
に
は
、
	
書
卷
一
百
六
十
六
列
傳
第
一
百
一
十
六
元

嚴
附
白
居
易
弟
行

中
附
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
『
新
書
』
（
宋
・
歐
陽
修
宋
撰
）
に
は
書
卷
一
百
一
十
九
列
傳
第
四
十
四
武
一
李
乂
賈
曾
至
白
居
易
行

中
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
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□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽
ま
た
、『
宋
史
』
（
元
・

等
撰
）
に
は
、
宋
史
卷
三
百
三
十
六
列
傳
第
九
十
五
司
馬
光
子
康
呂
公

子
希
哲
希
純
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
と
い
う
よ
う
に
、
「
列
傳
」
の
卷
數
を
記
し
た
後
に
、
載
す
る
人
物

の
名
を
列
記
す
る
體
裁
が
流
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
同
時
に
、
人
物
範
疇
を
表
す
タ
イ
ト
ル
を
冠
し
て
收
載
す
る
場
合
に
も
、
宋
史
卷
四
百
五
十
一
列
傳
第
二
百
一
忠
義
六
趙
良
淳
徐


姜
才
馬
	
密
佑
張
世
傑
陸
秀
夫
徐
應


陳
文
龍
得

張

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
（
略
）
の
よ
う
に
、
「
忠
義
」
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
を
明
示
し
た
後
に
、
載
す
る
人
物
の
名
を
列
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
傳
を
、
「
＊
＊
傳
」
と
稱
し
た
こ
と
は
す
で
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
、『
宋
史
』
に
確
さ
れ
る
よ
う
な
、「
列
傳
」
ご
と
に
載
さ
れ
る
人
物
の
名
を
列
記
す
る
方
法
は
、
先
に
も
記
し
た
宋
の
太
興
國
年
に
李
ら
に
よ
っ
て
敕
撰
さ
れ
た
『
太
廣
記
』
五
百
卷
が
、
部

テ
ー
マ分
け
す
る
と
同
時
に
、
お
よ
そ
人
名
を
題
名
と
し
て
ま
と
め
て

示
す
る
の
に
用
す
る
方
法
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
『
史
記
』
に
始
ま
る
「
紀
傳
體
」
の
列
傳
や
『
太
廣
記
』
の
タ
イ
ト
ル
に
お
け
る
人
名
表
記
を
斟
す
る
と
、
先
に
示
し
た
深
田
久
彌
に
よ
る
「
李
陵
」
の
ご
と
き
命
名
の
方
法
は
、
「
弟
子
」
の
題
「
子
路
」
に
な
ら
っ
た
も
の
と
は
い
え
、
人
名
を
タ
イ
ト
ル
に
げ
る
と
い
う
中
國
の
史
傳
以
來
の
古
典
な
方
法
に
し
た
も
の
と
理
解
す
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
か
つ
、
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
っ
て
、
中
島
の
「
人
虎
傳
」
に
依
據
し
た
創
作
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
『
太

廣
記
』
に
載
さ
れ
た
「
李
」
の
ご
と
き
命
名
を
る
可
能
性
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
命
名
を
め
ぐ
っ
て
も
う
少
し
「
記
」
と
「
傳
」
か
ら
考
え
た
い
。
四
「
記
」
と
「
傳
」
Ⅲ
―
『
太
廣
記
』
の
空
―
と
こ
ろ
で
、『
太
廣
記
』
五
百
卷
の
各
篇
の
題
名
の
中
に
あ
っ
て
、
な
か
ん
ず
く
例
外
な
空
	を
誇
示
し
て
い
る
の
が
、
卷
四
八
四
～
卷
四
九
二
に
載
さ
れ
る
「
雜
傳
記
一
～
九
」
な
の
で
あ
る
。
卷
四
百
八
十
四
雜
傳
記
一
：
：「
李
娃
傳
」
（「
出
『
聞
集
』」）
卷
四
百
八
十
五
雜
傳
記
二
：
：「
東

老
父
傳
（
陳
鴻
）
」
・
「
柳
氏
傳
（
許
堯
佐
）」
卷
四
百
八
十
六
雜
傳
記
三
：
：「
長
恨
傳
（
陳
鴻
）」
・
「
無
雙
傳
（
薛

）」
卷
四
百
八
十
七
雜
傳
記
四
：
：「
霍
小
玉
傳
（
防
）」
卷
四
百
八
十
八
雜
傳
記
五
：
：「


（
鴬
鴬
）傳
（
元

）」
卷
四
百
八
十
九
雜
傳
記
六
：
：「
秦
行
記
（
牛
孺
）」
「
冥

」
卷
四
百
九
十
雜
傳
記
七
：
：「
東
陽
夜
怪
」
卷
四
百
九
十
一
雜
傳
記
八
：
：「
謝
小
娥
傳
（
李
公
佐
）」
「
楊
娼
傳
（
千
里
）」
「
非
傳
（
皇
甫
枚
）」
卷
四
百
九
十
二
雜
傳
記
九
：
：「
靈
應
傳
」
こ
の
『
太
廣
記
』
に
お
け
る
「
雜
傳
記
」
の
空
	に
は
、
題
名
に
「
傳
」
の
つ
く
も
の
が
多
數
を
占
め
る
中
に
、「
記
」
や
「
」
の
つ
く
作
品
が
混
在
す
る
。
そ
の
「
傳
記
」
の
語
に
「
雜
」
の
一
字
を
冠
し
た
總
體
と
し
て
の
稱
呼
は
、
純
然
た
る
「
傳
」
や
「
記
」
に
對
し
て
、
そ
の
範
疇
の
外
に
あ
っ
て
錯
雜
と
し
た
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
っ
て
い
い
。
こ
れ
ら
の
人
名
に
「
傳
」
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
が
ご
と
き
篇
名
の
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
先
に
記
し
た
『
太
廣
記
』
載
の
「
李
」
の
場
合
も
、
「
傳
」
の
字
を
加
味
し
た
「
李


傳
」
の
ご
と
き
命
名
が
な
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
他
方
、
「
人
虎
傳
」
も
ま
た
「
傳
」
を
名
乘
る
作
品
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
の
怪
を
傳
え
る
「
傳
奇
」
と
し
て
は
、
「
李
傳
」
で
あ
る
よ
り
は
、『
古
今

』
や
『
人
薈
』
に
見
る
が
ご
と
き
「
人
虎
傳
」
が
「
傳
奇
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
凡
庸
な
ら
ざ
る
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
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恰
好
の
題
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
「
傳
」
や
「
記
」
を
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
（
）、
根
源
な
問
題
と
し
て
中
國
の
古
典
な
文
章
に
線
を
當
て
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
に
夙
に
傳
來
し
て
學
を
志
向
し
た
人
々
を
中
心
に
學
問
讀
書
さ
れ
た
『
文
章
軌
範
』
や
『
宋
八
家
文
讀
本
』
や
『
古
文
眞
寶
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
に
眼
し
て
、
そ
こ
に
收
載
さ
れ
る
「
記
」
と
「
傳
」
の
あ
り
よ
う
を
檢
討
し
た
い
。
五
「
記
」
と
「
傳
」
Ⅳ
―
代
名
文
と
文
體
―
宋
・
謝
枋
得
の
纂
し
た
『
文
章
軌
範
』
は
い
わ
ゆ
る
「
古
文
」
の
	集
で
、
「
場
屋
（
試
驗
場
）」
で
役
に
立
つ
こ
と
を
一
つ
の
目
と
し
て

七
卷
の
各
卷
に
「
侯
王
將
相
有
種
乎
」
を
一
文
字
ず
つ
配
し
て
、
學
す
れ
ば
「
侯
王
將
相
」
に
な
る
と
の
志
が
就
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
に
學

を
督
す
る
。
そ
れ
故
、
得
す
る
重
度
に
鑑
み
た
作
品
の
配
列
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
記
」
や
「
傳
」
と
い
っ
た
文
體
等
に
よ
る
配
列
は
ら
な
い
の
で
あ
る
。
後
に
、
明
の
鄒
守
が
謝
枋
得
の
志
を
繼
い
で
じ
た
『
續
文
章
軌
範
』
も
、

七
卷
の
各
卷
に
「
昭
代
文
自
天
開
」
を
一
文
字
ず
つ
を
配
し
て
、
『
文
章
軌
範
』
に
同
じ
く
文
體
等
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
配
列
を
と
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
・
沈
潛
の
『
宋
八
家
文
讀
本
』
に
は
、
い
わ
ゆ
る
宋
八
大
家
の
「
記
」
や
「
傳
」
な
ど
の
文
章
作
品
が
滿
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
名
文
は
各
作
家
ご
と
に
載
せ
る
と
同
時
に
、
そ
の
作
品
は
「
記
」
や
「
傳
」
の
文
體
名
ご
と
に
配
列
は
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
記
」
や
「
傳
」
な
ど
に
關
す
る
文
體
な
特
等
の
明
や

は
わ
な
い
。
ま
た
、
宋
末
・
元
初
の
堅
の
『
古
文
眞
寶
』
の
場
合
は
、
文
章
を
「
後
集
」
に
收
載
し
、
き
ち
ん
と
「
記
」「
傳
」
を
設
け
て
作
品
を
分
し
て
收
め
る
。
そ
こ
に
文
章
を
文
體
名
で
別
す
る
纂
の
方
法
が
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
記
や
傳
な
ど
の
名
稱
ご
と
に
別
さ
れ
た
だ
け
で
、
そ
の
い
等
に
關
す
る
明
は
さ
れ
な
い
。
た
だ
、
一
つ
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
室
町
時
代
に
傳
來
し
て
讀
み
繼
が
れ
て
い
る
本
書
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
林
羅
山
（
一
五
三
八
～
一
六
五
七
）
原
解
・
鵜

石
齋
（
一
六
一
五
～
一
六
六
四
）
 
!の
『
古
文
眞
寶
後
集
諺
解
大
』
に
め
ら
れ
る
解
で
あ
る
。
本
書
を
底
本
と
す
る
『

"國
字
解


書
』
第
十
二
卷
「
古
文
眞
寶
後
集
」
（
昭
和
二
年
二
#、
早
稻
田
大
學
出
版
部
刊
）
に
よ
れ
ば
、
「
記
」
と
「
傳
」
に
$の
よ
う
な
解
が
付
さ
れ
る
。「
記
ノ
」
に
、
%里
居
土 （士
）ノ
曰
【
記
ハ
】
居
吏
ノ
切
、
去
聲
、
文
、
疏
也
、
疏
ハ
、
謂
フ
二
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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一
一
分
別
記
ス
ヲ一レ
之
、
羅
山
曰
、
記
は
、
史
記
日
記
の
、
有
レ
事
を
其
儘
に
記
し
る
を
云
、
盧
カ
曰
、
記
ハ
、
以
備
フ
レ
不
ニ
レ
 レ、
蓋
シ
叙
ル
コ
ト
レ
事
ヲ
如
二
書
ス
レ
史
法
ノ
一
也
、
如
キ
二
書
ノ
命
ノ
篇
ノ
一
是
也
、
叙
ル
ノレ
事
ヲ
之
後
、
略
	作
二 議
論
ヲ
一
以
結
レ 之
、
然
モ不
レ 可
レ 多
カ
ル、
筆



里
居
士
：
帆
足
里
。
豐
後
三
賢
人
の
一
人
。
一
七
七
八
～
一
八
五
二
。
「
傳
」
に
、
韻
會
ニ
、
傳
又
戀
ノ
切
、
史
氏
記
二
載
事
迹
ヲ
一
、
以
傳
ル
ヲ二
于
世
ニ
一
、
亦
曰
レ
傳
ト
、
史
ノ
列
傳
是
也
、
古
へ
に
事
を
記
す
に
は
、
年
を

り
、
春
秋
魯
史
の
體
是
を
古
史
と
號
す
、

の
司
馬
、
初
め
て
史
記
を
作
て
、
本
紀
列
傳
を
分
た
り
、
王
を
ば
本
紀
と
し
、
臣
下
を
ば
列
傳
と
す
、
是
を
正
史
と
云
、
其
ノ後
後
書
、
三
國
志
、
晉
書
、
南
北
史
、
書
以
下
、
皆
史
記
の
體
を
學
べ
り
、
是
に
因
て
人
人
の
事
を
記
す
を
、
傳
と
云
也
、
是
又
文
の
一
體
と

れ
り
、
筆



韻
會
：
『
古
今
韻
會
擧
』
の
略
稱
。
元
の
公
紹
の
輯
。
元
の
熊
忠
の
舉
。
と
い
う
明
を
用
意
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
學

は
、
こ
う
し
た

解
を
參
照
し
て
自
學
し
、
か
つ
指

の
解
・
補
を
聽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
諦
を
充
足
理
解
す
る
筋
の
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
も
作
品
を
讀
し
、
そ
の
名
だ
た
る
文
章
を
讀
解
・
體
感
す
る
中
で
文
體
な
イ
メ
ー
ジ
が
體
に
形
さ
れ
て
も
い
こ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
記
」
や
「
傳
」
の
文
體
は
、
個
別
な
體
驗


收
力
を
介
し
て
自
然
に
涵
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
「
傳
」
と
「
記
」
の
文
體
に
つ
い
て
の
解

が
必
須
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
方
面
に
あ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
、
日
本
に
傳
來
し
て
 文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
和
刻
本
（
!）が
出
さ
れ
た
明
の
徐
師
曾
の
『
文
體
明
"』
の
果
た
し
た
役
#が
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
六
「
記
」
と
「
傳
」
Ⅴ
―
『
文
體
明
』
の
流
―
『
文
體
明
"』
は
明
の
$訥
の
『
文
章
"體
』
を
%體
と
し
て
こ
れ
を
損
&し
た
も
の
と
い
う
。
和
刻
さ
れ
た
も
の
の
、
六
十
一
卷
・
附
'
十
四
卷
と
大
部
に
(ぎ
る
た
め
、
元
祿
七
年
（
一
六
九
四
）
八
に
は
、
野
)三
竹
が
抄
出
し
た
『
文
體
明
"粹
抄
』
二
卷
が
刊
行
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
（
*）、
そ
の
後
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
至
っ
て
大
+穆
お
お
ご
う
ぼ
く
（
一
八
三
〇
～
一
八
八
一
）
が
抄
出
し
た
『
文
體
明
"纂
』
も
印
行
さ
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
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れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
文
體
明
』
か
ら
抄
出
し
た
テ
キ
ス
ト
に
訓
點
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
『
文
體
明
』
に
關
す
る
書
は
、
當
時
に
あ
っ
て
か
な
り
流
し
た
も
の
ら
し
く
、
早
稻
田
大
學
圖
書
に
は
、
明
治
三
十
六
年
十
一
五
日
に

雄
	（
逍
遙
）
の
寄

し
た
『
文
體
明
』
が
	さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
四
年
に
國
劇
向
上
會
か
ら
讓
渡
さ
れ
た
「
逍
遙
文
庫
」
に
は
、
『
文
體
明

粹
抄
』
が
	さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く

逍
遙
も
こ
う
し
た
『
文
體
明
』
や
『
文
體
明
粹
抄
』
な
ど
を
し
て
中
國
の
文
章
や
文
體
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
興
味
深
い
料
と
な
っ
て
い
る
（
）。
こ
の
中
島
の
時
代
に
接
し
て
抄
本
の
も
流
し
た
『
文
體
明
』
の
本
文
か
ら
引
用
し
て
み
る
と
、
卷
四
十
九
の
「
記
一
上
」
の
頭
に
の
よ
う
に
い
う
。
按
二 金
石
例
一 云
、
記
紀
レ 事
之
文
也
。
禹
貢
命
、
乃
記
之
、
而
記
之
名
、
則
二 於
戴
記
學
記
篇
一 。
厥
後
揚
雄
作
二 蜀
記
一 。
而
文
不
レ 列
二 其
一 、
劉
不
レ
二 其
一 、
則
知
二
魏
以
、
作

少
。
其
自
レ
始
一
也
。
其
文
以
二
叙
事
一
爲
レ
。
後
人
不
レ 知
二 其
體
一 、
以
二 議
論
一 雜
レ 之
。
（
略
）
（
金
石
例
を
按
ず
る
に
云
ふ
、
記
は
事
を
紀
す
る
の
文
な
り
。
禹
貢
の

命
は
、
乃
ち
記
の
に
し
て
、
而
し
て
記
の
名
は
、
則
ち
戴
記
の
學
記
の
篇
に

は
じ
まれ
り
。
厥
の
後
揚
雄
蜀
記
を
作
る
。
而
る
に
文

其
の
を
列 つ
らね
ず
、
劉

其
の
を
さ
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
・
魏
以
、
作


な
を （マ
マ
）少
な
し
、
其
の
な
る
こ
と
自
り
始
ま
る
こ
と
を
知
ん
ぬ
。
其
の
文
事
を
叙
ぶ
る
を
以
て
と
爲
す
。
後
人
其
の
體
を
知
ら
ず
、
か
へ
つて
議
論
を
以
て
之
に
ま
じ
雜
ふ
。）（
略
）
（
訓
點
に
從
っ
て
書
き
下
す
）
筆

 
金
石
例
：
元
の
潘
昂
霄
の
撰
。
!碣
の
制
等
を
記
し
た
書
。
禹
貢
：
書
經
"書
の
篇
名
。
九
州
の
山
川
や
貢
賦
封
域
、
水
利
・
地
質
・
物
#を
記
す
。
命
：
書
經
$書
の
篇
名
。
$の
%王
が
臨
&に
際
し
て
回
し
て
康
王
を
補
佐
す
べ
く
'命
し
た
こ
と
ば
を
記
す
。
戴
記
：
小
戴
記
（
戴
(の
傳
え
た
小
戴
禮
）。
い
ま
の
五
經
の
『
禮
記
』。
學
記
：
『
禮
記
』
の
篇
名
。
揚
雄
：

の
人
。
蜀
記
：
揚
雄
の
作
。
文
：
梁
の
蕭
統
の
撰
。
劉
：『
文
心
雕
龍
』
を
す
。
「
記
」
が
「
事
を
紀
す
」
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、『
文
』
が
そ
の
を
配
さ
ず
、
劉
も
そ
の
を
さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
魏
時
代
以
は
作
る
も
の
が
少
な
く
、
行
し
始
め
た
の
は
代
か
ら
と
い
う
。
そ
の
文
は
「
事
)を
)叙
)ぶ
)る
)を
以
て
と
爲
す
。
」
も
の
と
い
う
（
*）。
同
時
に
「
後
人
其
の
體
を
知
ら
ず
、

か
へ
つて
議
)論
)を
以
て
之
に
雜
ふ
。」
と
い
う
よ
う
に
、「
叙
事
」
を
體
と
す
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
「
議
論
」
を
加
味
 入
す
る
事
+を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
文
言
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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の
一
部
は
、
先
に
引
用
し
た
「
古
文
眞
寶
後
集
」
の
「
記
」
の
解
に
も
定
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
對
し
て
、
第
五
十
八
の
「
傳
一
上
」
に
つ
い
て
は
の
よ
う
に
い
う
。
按
字
書
云
、
傳
傳
（
聲
）
也
。
紀
二
載
事
迹
一
、
以
傳
二
於
後
世
一
也
。
自
下
司
馬
	作
二
史
記
一
、
創
二
爲
列
傳
一
、
以
紀
中
一
人
之
始

上
、
而
後
世
史
家
、
卒
莫
二
能
易
一
。
（
略
）
其
品
有
四
。
一
曰
史
傳
。
（
有
正
變
二
體
。
）
二
曰
家
傳
。
三
曰
托
傳
。
四
曰
假
傳
。
（
略
）
（
按
ず
る
に
字
書
に
云
ふ
、
傳
は
傳
（
聲
）
な
り
。
事
迹
を
紀
載
し
て
、
以
て
後
世
に
傳
ふ
る
な
り
。
の
司
馬
	の
史
記
を
作
り
、
列
傳
を
創
爲
し
て
、
以
て
一
人
の
始

を
紀
し
て
自
り
、
而
し
て
後
世
の
史
家
、
卒
に
能
く
易
ふ
る
こ
と
莫
し
。
（
略
）
其
品
に
四
有
り
。
一
に
曰
ふ
、
史
傳
と
。
（
正
變
の
二
體
有
り
。
）
二
に
曰
ふ
、
家
傳
と
。
三
に
曰
く
、
托
傳
と
。
四
に
曰
く
、
假
傳
と
。）（
略
）（
訓
點
に
從
っ
て
書
き
下
す
）
「
傳
」
が
傳
え
る
意
で
、
あ
る
「
事
迹
を
紀
載
」
し
て
後
世
に
傳
え
る
の
で
あ
り
、
の
司
馬
	が
『
史
記
』
を
書
い
て
「
列
傳
」
を
創
り
、
「
以
て
一
人
の
始


を
紀
す
」
こ
と
と
な
り
、
後
世
の
史
家
は
そ
の
筆
法
を
變
え
な
か
っ
た
と
く
。
さ
ら
に
「
傳
」
の
文
を
「
史
傳
」
「
家
傳
」「
托
傳
」「
假
傳
」
に
分
し
て
い
る
。
こ
の
文
言
も
ま
た
先
に
引
用
し
た
「
古
文
眞
寶
後
集
」
の
「
傳
」
の
解
に
重
な
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
確
し
得
る
正
統
な
文
章
は
ま
た
日
本
代
に
お
け
る
中
國
の
小
文
學
、
と
り
わ
け
代
小
の
理
解
と
攝
取
の
方
面
に
あ
っ
て
も
絡
を
も
っ
た
。
す
で
に
示
し
た
『
太
廣
記
』
載
の
「
雜
傳
記
」
の
ご
と
き
篇
に
對
し
て
は
、
そ
も
そ
も
い
か
な
る
眼
が
が
れ
讀
ま
れ
た
か
、
少
し
く
檢
證
し
て
み
た
い
。
七
「
記
」
と
「
傳
」
Ⅵ
―
鹽
谷
と
森
槐
南
の

―
代
日
本
に
お
い
て
、
森
外
の
作
品
は
彼
自
身
を
含
め
て
時
の
年
や
學
生
の
讀
書
の
樣
が
讀
み
取
れ
る
好
個
の
料
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
と
い
う
。
そ
の
作
品
の
中
に
は
「
小
傳
」
は
も
と
よ
り
、
『
初
新
志
』
と
い
っ
た
小
集
の
名
も
登
場
す
る
。
ま
た
、
明
治
に
刊
行
さ
れ
た
文
關
係
の
叢
書
に
『
國
譯
文
大
』
が
あ
り
、
そ
の
第
十
二
卷
に
中
島
が
讀
ん
だ
と
思
わ
れ
る
「
人
虎
傳
」
を
收
載
す
る
「
晉
小
」
が
含
ま
れ
る
（
）。
鹽
谷
の
手
に
な
る
本
書
の
解
題
に
は
、
中
國
に
お
け
る
小
の
流
れ
を
史
に
大
し
、
そ
の
、
「
代
小
」
の
頭
部
分
に
お
い
て
、
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
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代
小
は
短
篇
な
り
と
雖
も
、
一
人
一
事
に
關
す
る
ま
と
ま
り
た
る
紀
載
な
り
。
と
い
う
（
）。
そ
の
「
一
人
一
事
に
關
す
る
ま
と
ま
り
た
る
紀
載
」
と
い
う
言
い
回
し
は
、
『
文
體
明
』
に
確
さ
れ
る
「
叙
事
」
と
「
紀
一
人
之
始
」
と
い
っ
た
言
辭
を
後
に
引
い
た
記
で
あ
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
鹽
谷
は
こ
の
解
題
の
中
で
、
代
小
を
「
傳
奇
」
と
呼
稱
す
る
と
と
も
に
、
「
森
槐
南
	士
は
代
小
を
分 わ
か
ち
て
三

と
な
せ
り
。
そ
の
は
	士
の

作
詩
法
中
に
詳
つ
ま
び
ら
かな
り
。」
と
自
ら
の
解
題
が
依
據
す
る
先
行
の
論
を
べ
て
、
森
槐
南
の
く
三
分

、
「
（
一
）
別
傳
、
（
二
）
聞
瑣
語
、
（
三
）
雜
事
」
の
三
項
目
を
列
記
す
る
。
こ
こ
に
鹽
谷
が
名
し
た
森
槐
南
の
稿
『
作
詩
法
話
（
）』
に
は
、
第
六
章
に
「
小


」
を
收
め
る
。
鹽
谷
は
こ
の

の
後
に
付
さ
れ
た
「
第
六
章
附
」
に
お
け
る
以
下
の
「
」
の
部
分
か
ら
、
別
傳
○
○山
記
開
河
記
樓
記
李
衞
公
別
傳
同
昌
公
外
傳
髯
客
傳
游
仙
窟
江
妃
傳
太
眞
外
傳
侯
別
傳
崑
崙
奴
傳
紅
線
傳
聶
隱
娘
傳
會
眞
記
劉
無
雙
傳
霍
小
玉
傳
李
娃
傳
章
臺
柳
傳
馮
燕
傳

マ
マ非
傳
柳
毅
傳
枕
中
記
南
柯
記
裴

（
）傳
奇
聞
瑣
語
○
○
○
○
集
記
	
記
杜
陽
雜

酉
陽
雜
俎
甘
澤

羯
鼓

吹
笛
記
 游

幽
恠

離
魂
記
冤
債
記
記
事
珠
侍
兒
小
名

雜
事
○
○!野
僉
載
國
史
補
明
皇
雜

開
元
天
寶
事
松
窓
雜

雲
溪
友
議
幽
"鼓
吹
本
事
詩
北
里
志
#坊
記

$言
因
話

作
品
名
を
除
い
て
三
つ
の
見
出
し
語
の
み
を
摘
記
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
三
分

そ
れ
ぞ
れ
に
對
す
る
自
ら
の
考
え
を
%の
よ
う
に
記
す
る
。
別
傳
●
●
と
は
一
人
・
一
事
に
關
す
る
&話
奇
聞
に
し
て
、
謂
傳
奇
小
な
り
。
聞
●
●
瑣
語
●
●
と
は
架
空
'の
怪
談
珍
に
し
て
、
集
記
・
	
記
等
之
に
屬
し
、
雜
事
●
●
と
は
史
外
の
餘
談
に
渡
り
、
(實
相
)
な
か
ばし
、
以
て
實
の
缺
を
補
ふ
べ
き
も
の
、
明
皇
雜
・
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
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開
元
天
寶
事
等
之
に
屬
す
。
是
に
由
て
れ
ば
（
三
）
は
小
と
す
る
に
足
ら
ず
、
（
二
）
中
に
は
稍
小

の
材
料
あ
れ
ど
も
、
蓋
し
代
小
の

	は
實
に
（
一
）
の
別
傳
に
あ
り
。
こ
こ
に
ふ
た
た
び
「
一
人
・
一
事
」
の
語
を
も
っ
て
か
れ
る
「
別
傳
」
に
代
小
の

	と
眞
髓
を
見
出
す
と
と
も
に
、
「
今
試
み
に
森
槐
南

士
の
謂
別
傳
を
傳
奇
小
と
名 な
づけ
、
更
に
之
を
四
に
細
分
し
、
人
薈
（
一
名
代
叢
書
と
も
云
ふ
）
中
よ
り
、

數
種
を
擇
び
て
訓
譯
に
付
せ
り
。
」
と
纂
に
關
し
て
言
し
、
以
下
に
は
そ
の
三
分
と
そ
の
作
品
に
關
し
て
細
す
る
。
今
そ
れ
ぞ
れ
の
に
げ
ら
れ
た
作
品
名
を
も
整
理
し
て
括
弧
に
列
記
し
て
お
こ
う
。
（
一
）
別
傳

（
山
記
樓
記
開
河
記
李
林
甫
外
傳
李
泌
傳
東
老
父
傳
高
力
士
傳
妃
傳
楊
太
眞
外
傳
長
恨
歌
傳
本
事
詩
）
（
二
）
劍
侠

（
劍
侠
傳
髯
客
傳
馮
燕
傳
紅
線
傳
劉
無
雙
傳
謝
小
娥
傳
）
（
三
）
艷


（
霍
小
玉
傳
李
娃
傳
會
眞
記
章
臺
柳
傳
楊
娼
傳
杜
秋
傳
揚
州
記
）
（
四
）
怪

（
一
）
釋
に
關
す
る
も
の
（
杜
子
春
傳
南
柯
記
枕
中
記
冤
債
志
）
（
二
）
鬼
に
關
す
る
も
の
（
非
傳
離
魂
記
再
生
記
秦
行
紀
妙
女
傳
女
傳
尸
媚
傳
奇
鬼
傳
才
鬼
記
靈
鬼
志
）
（
三
）
龍
女
に
關
す
る
も
の
（
柳
毅
傳
龍
女
傳
）
（
四
）
物
怪
に
關
す
る
も
の
（
人
虎
傳
白
猿
傳
袁
氏
傳
任
氏
傳
獵
狐
記
）
こ
の
四
分
は
、
森
槐
南
の
に
修
正
を
加
え
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
の
『
四
庫
書
總
目
提
』
の
「
史
部
」
に
は
、
「
傳
記
」
を
設
け
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
「
傳
」
と
「
記
」
と
を
竝
列
合
體
し
た
が
如
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
史
部
」
に
屬
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
小
と
し
て
の
文
學
な
營
爲
と
は
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
實
に
は
名
稱
に
も
截
然
と
一
線
を
畫
し
 い
も
の
で
も
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
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あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
か
つ
て
『
太
廣
記
』
が
卷
四
八
四
～
卷
四
九
二
に
載
の
小

を
「
雜
」
の
一
字
を
冠
し
て
「
雜
傳
記
」
と
稱
し
た
の
は
、
「
雜
」
に
純
然
た
る
「
史
部
」
の
「
傳
」
や
「
記
」
に
は
屬
さ
な
い
と
の
意
味
を
負
わ
せ
た
も
の
で
、
呼
稱
と
し
て
一
つ
の
見
識
で
も
あ
っ
た
と
解
せ
よ
う
。
加
え
て
、
こ
こ
に
鹽
谷
が
新
た
に
位
置
づ
け
た
「
別
傳
」
の
語
は
、
も
と
も
と
森
槐
南
が
「
小


」
で
示
し
た
も
の
で
、
實
の
と
こ
ろ
『
古
今

』「
淵
部
」
に
見
ら
れ
た
「
別
家
傳
六
十
四
卷
」
に
森
が
	眼
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
「
傳
」
と
「
記
」
が
渾
然
と
し
て
收
め
ら
れ
る
中
で
、
「
別
」
の
字
を
も
っ
て
差
別

す
る
「
別
傳
」
の
語
に
	目
し
た
發
想
で
分
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

に
よ
っ
た
鹽
谷
は
「
代
小
」
に
關
す
る
解
題
で
、
森
の

を
單
純
に
は
繼
承
せ
ず
、
「
別
傳
」
の
語
を
代
傳
奇
小
の
總
稱
の
ご
と
く
に
位
置
づ
け
、
「
別
傳
」
を
一
家
と
し
て
立
て
、
さ
ら
に
容
に
細
分
す
る
考
え
に
い
た
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
傳
」
が
「
一
人
」
の
始
を
書
き
、
い
わ
ゆ
る
「
記
」
が
「
叙
事
」
を
と
す
る
と
い
う
『
文
體
明
』
流
の
考
え
を
下
き
に
し
て
、
そ
れ
ら
を
合
體
し
た
が
如
き

に
衍
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
晉
小
」
に
訓
譯
が
登
場
す
る
と
と
も
に
、
六
年
後
に
は
『
支
文
學
大
』
第
八
卷
と
し
て
「
代
小
」
（
川
端
康
ほ
か
）
の
譯
が
先
の
「
晉
小
」
の
解
題
を
再
し
た
「
支
小
史
」
（
鹽
谷

）、
な
ら
び
に
「
代
小
（
原
文
）」
（
鹽
谷
註
）
を
含
め
て
刊
行
さ
れ
る
。
因
み
に
、
「
人
虎
傳
」
の
譯
を
擔
當
し
た
の
は
今
東
光
で
あ
っ
た
（
）。
八
「
記
」
と
「
傳
」
の
作
品
史
傳
を
は
じ
め
と
し
て
「
記
」
と
「
傳
」
に
關
す
る
文
體
の
大
枠
を
考
え
、
日
本
代
に
お
け
る
中
國
の
傳
奇
小
の
受
容
に
言
し
た
。
そ
の
、
文
體
と
し
て
の
理
解
に
『
文
體
明
』
の
役
の
大
き
か
っ
た
こ
と
が
明
白

し
た
。
そ
の
「
記
」
と
「
傳
」
の
念
を
も
っ
て
中
島
敦
の
作
品
を
見
た
と
き
、
タ
イ
ト
ル
に
「
記
」
や
「
傳
」
を
有
す
る
中
島
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
唯
一
「
傳
」
の
呼
稱
を
も
つ
「
名
人
傳
」
は
、
弓
矢
の
名
人
紀
昌
を
め
ぐ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
に
論
は
な
い
。
典
據
は
『
列
子
』「
湯
問
」
篇
等
の
記
載
に
な
る
が
、『
列
子
』「
湯
問
」
篇
で
は
、
ま
ず
甘
蠅
、
飛
衞
、
紀
昌
に
い
た
る
師
弟
の
系
譜
が
書
か
れ
る
（
）の
に
續
い
て
、
紀
昌
が
飛
衞
の
 え
を
受
け
て
!か
ざ
る
を
學
ぶ
話
題
に
展
開
す
る
。
こ
の
點
に
	眼
す
れ
ば
、
「
名
人
傳
」
は
、
甘
蠅
、
飛
衞
、
紀
昌
に
い
た
る
射
の
名
人
た
ち
に
ま
つ
わ
る
傳

"素
を
排
し
て
、
紀
昌
に
を
絞
っ
中
國
詩
文
論
叢
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た
叙


を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
島
は
、
『
列
子
』
等
に
材
料
を
得
る
と
と
も
に
、
新
た
に
紀
昌
と
い
う
一
個
人
の
「
傳
」
を
創
出
し
た
『
文
體
明
』
の
言
辭
を
借
り
れ
ば
「
一
人
の
始
を
紀
」
し
た
こ
と
を
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
「
傳
」
の
文
字
が
物
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
名
人
」
の
語
は
紀
昌
と
い
う
一
個
人
を
特
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
弓
矢
の
名
人
の
「
傳
」
と
し
て
の
意
味
が
提
示
さ
れ
る
。
「
名
人
傳
」
が
「
傳
」
を
名
乘
る
以
が
そ
こ
に
在
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、「
山
	記
」
の
場
合
は
ど
う
か
。「
人
虎
傳
」
を
題
材
と
し
て
い
な
が
ら
、
「
人
虎
傳
」
の
名
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
「
記
」
を
タ
イ
ト
ル
に
用
い
る
に
し
て
も

存
の
「
人
虎
」
を
っ
て
「
人
虎
記
」
と
折
衷
す
る
こ
と
も
な
く
、
新
た
に
「
山
	記
」
の
題
を
命
名
し
て
「
人
虎
傳
」
を
新
生
さ
せ
て
い
る
（
）。
代
傳
奇
に
は
元
の
「
鶯
鶯
傳
」
の
よ
う
に
「
會
眞
記
」
な
る
別
名
を
も
つ
例
も
あ
る
が
、
そ
の
「
人
虎
傳
」
か
ら
「
山
	記
」
へ
の
題
名
の
改
變
に
つ
い
て
は
、
作
品
論
な
立
場
か
ら
も
多
く
の
考
の
餘
地
が
殘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
【
】
（
１
）


三
『
慶
應
三
年
生
ま
れ
七
人
の
旋
毛
曲
り
―
漱
石
・
外
骨
・
熊
楠
・
露
・
子
規
・
紅
・
雨
と
そ
の
時
代
』
（
二
〇
〇
一
年
三
	、
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
刊
）
が
、
こ
れ
ら
七
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
當
て
て
い
る
。
（
２
）
宗
像
和
重
「
太
宰
治
生
１
０
０
年
―
櫻
桃
忌
の
思
い
出
―
」
（
Y
O
M
IU
R
I
O
N
L
IN
E
育
×
W
A
S
E
D
A
O
N
L
IN
E
オ
ピ
ニ
ョ
ン
２
０
０
９
年
６
	９
日
）
を
參
照
。
ま
た
、
『
大
人
讀
み
『
山
	記
』』（
二
〇
〇
九
年
六
	、
明
治
書
院
刊
）
第
四
章
載
の
又

「
生
一
〇
〇
年
目
の
中
島
敦
」
の
「
同
年
生
ま
れ
の
文
學
た
ち
」
に
は
、「
中
島
敦
（
一
九
四
二
年
）
小
家
」
に
續
い
て
、「
津
村
信
夫
（
四
四
年
）
詩
人
太
宰
治
（
四
八
年
）
小
家
菱
山
修
三
（
六
七
年
）
詩
人
田
輝
（
七
四
年
）
論
家
、
小
家
野
田
宇
太
 （
八
四
年
）
詩
人
、
論
家
長
谷
川
四
 （
八
七
年
）
小
家
佐
!佐
太
 （
八
七
年
）
歌
人
中
里
恆
子
（
八
七
年
）
小
家
大
岡
昇
"（
八
八
年
）
小
家
村
直
也
（
八
九
年
）
劇
作
家
松
本
張
（
九
二
年
）
小
家
中
村
武
志
（
九
二
年
）
小
家
、
隨
筆
家
#澤
匡
（
九
四
年
）
劇
作
家
埴
谷
雄
高
（
九
七
年
）
小
家
、
論
家
井
上
友
一
 （
九
七
年
）
小
家
小
堀
杏
奴
（
九
八
年
）
隨
筆
家
、
小
家
齋
!史
（
二
〇
〇
二
年
）
歌
人
」
の
$合
十
七
人
を
%げ
て
い
る
。
（
３
）
こ
の
日
は
、
&
'の
五
	が
「
孟
(」
で
、
「
五
毒
」
と
稱
さ
れ
る
)毒
蟲
*が
發
生
し
て
健
康
を
そ
こ
ね
や
す
い
時
+（
「
惡
	」
と
呼
稱
さ
れ
た
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
祓
禳
の
た
め
に
,
-で
あ
る
艾 よも
ぎで
作
っ
た
「
艾
人
」
や
「
艾
虎
」
を
.り
、
「
/蒲
酒
」
や
「
雄
0酒
」
を
飮
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
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む
な
ど
、
氣
を
け
る
俗
が
行
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
子
供
に
對
し
て
は
殘
っ
た
「
雄
酒
」
で
額
に
「
王
」
の
字
を
書
い
て
五
毒
を
封
ず
る
呪
な
行
爲
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
「
王
」
の
文
字
は
、
虎
の
額
に
あ
る
「
王
」
の
字
の
皺
紋
に
眼
し
た
も
の
で
、
猛
虎
が
氣
を
喰
ら
っ
て
身
を
っ
て
く
れ
る
と
の
信
心
に
由
來
す
る
。
（
４
）
	・
應
劭
『
風
俗

義
』
卷
二
「
正
失
」
の
「
彭
相
袁
元
」
に
、
「
今
俗
多
有
禁
忌
生
三
子
、
五
生
、
以
爲
妨
父
母
、
中
子
犯
禮
傷
孝
、
莫
肯
收
。」、
ま
た
「
越
王
句
踐
民
生
三
子
與
母
。
孟
嘗
君
對
其
父
『
不
受
命
於
天
、
何
不
高
、
誰
能

』。」
等
の
記
載
が
あ
る
。
『
史
記
索
隱
』
に
は
、
「
按
」
と
し
て
、
「
風
俗

云
、
『
俗
五
五
日
生
子
、
男
父
、
女
母
。』」
と
記
載
す
る
。
（
５
）
二
〇
〇
九
年
八
一
日
に
サ
ン
・
リ
フ
レ
函
で
開
催
さ
れ
た
和
	
比
較
文
學
會
東
部
例
會
（
第
一
〇
四
回
）
に
お
い
て
本
論
考
と
同
題
の
口
頭
發
表
を
行
っ
た
折
、
五
五
日
生
ま
れ
の
波
岡
旭
氏
か
ら
日
本
に
お
け
る
俗
を
う
か
が
う
機
會
が
あ
っ
た
。
五
五
日
に
後
す
る
日
に
生
し
て
も
、
出
生
日
を
五
五
日
に
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
ら
し
く
、
現
實
な
事
例
を
收
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
お
そ
ら
く
中
島
敦
や
そ
の
父
の
生
日
の
場
合
に
も
、
こ
う
し
た
育
の
俗
と
の
絡
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
６
）
父
自
筆
の
履
書
は
未
見
。
因
み
に
、
父
が
「
幼
ヨ
リ
父
兄
ニ
就
キ
テ
國
語
	文
ヲ
修
ス
」
と
い
う
「
父
兄
」
と
は
、
父
撫
山
は
も
と
よ
り
彼
の
兄
た
ち
を
指
そ
う
。
（
７
）
國
立
育
究
附
屬
育
圖
書
・
科
書
究
セ
ン
タ
ー
共

『
中
學
校
國
語
科
書
 容
索
引
―
昭
和
二
十
四
～
六
十
一
年
度
―
』
（
一
九
八
六
年
三
、
科
書
究
セ
ン
タ
ー
刊
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
書
!が
昭
和
二
十
八
年
檢
定
、
昭
和
四
十
年
檢
定
、
東
京
書
!が
昭
和
四
十
三
年
檢
定
の
中
學
三
年
用
の
科
書
で
「
名
人
傳
」
を
"用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
８
）
「
古
譚
」
は
、
本
來
、「
山
記
」「
文
字
#」
に
加
え
て
、「
狐
憑
」
「
木
乃
伊
」
の
$合
四
篇
か
ら
な
る
も
の
で
、
中
島
が
%く
な
る
の
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
七
に
刊
行
さ
れ
た
『
光
と
風
と
&』
（
筑
'書
(刊
）
に
「
古
譚
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
で
)篇
そ
ろ
っ
た
形
で
行
わ
れ
た
。
（
９
）
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
、
國
民
文
庫
刊
行
會
刊
。
大
正
十
年
七
再
版
發
行
、
大
正
十
二
年
三
三
版
發
行
と
版
を
重
ね
て
い
る
。
な
お
、『
古
今

*』『
+人
薈
』
收
の
い
わ
ゆ
る
「
人
虎
傳
」
に
は
、
李
,が
-興
で
詠
ん
だ
七
言
律
詩
が
載
る
。
（
10）
フ
ラ
ン
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
（
一
八
四
七
～
一
九
六
五
）
が
『
世
界
の
十
大
小
』
で
取
り
げ
た
十
大
小
の
中
に
は
、
『
ト
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
』
、
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
、
『
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
』、『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ー
ム
は
『
世
界
文
學
一
〇
〇
.』
に
も
讀
む
べ
き
十
小
を
げ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
も
含
ま
れ
て
い
る
。
（
11）
「
李
陵
」
を
收
載
す
る
『
中
島
敦
)集
１
』（
二
〇
〇
一
年
十
、
筑
'書
(刊
）
の
「
解
題
（
川
村
湊
）」
に
、「
表
題
に
つ
い
て
は
上
記
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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事
と
中
島
の
書
き
殘
し
た
メ
モ
か
ら
「
莫
北
」「
北
悲
歌
」「
李
陵
・
司
馬
」
な
ど
今
日
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
が
あ
る
が
、
未
だ
決
を
み
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
題
名
の
い
に
よ
っ
て
、
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
も
か
な
り
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
12）
	

春
雄
『
代
小
の
究
』
（
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
十
二
、
笠
書
院
刊
〈
笠
叢
書
１
１
１
〉
）
第
二
「
傳
と
記
に
つ
い
て
」
が
有
で
は
あ
る
が
、
以
下
に
試
み
る
『
文
章
規
範
』
等
へ
の
察
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
（
13）
京
東
六
條
の
伊
東
氏
の
刊
行
に
な
る
。
本
書
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
再
版
さ
れ
て
い
る
。
早
稻
田
大
學
に
さ
れ
る

雄

寄
の
『
文
體
明
』
は
、
こ
の
京
の

舍
版
に
よ
る
再
版
本
で
あ
る
。
（
14）
政
六
年
（
一
七
九
四
）
八
に
は
、
顯
常
大
典
校
の
『
文
體
明

粹
抄
』
が
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
に
補
刻
さ
れ
た
版
も
印
行
さ
れ
た
。
（
15）
「
昭
和
二
十
八
年
五
五
日
現
在
、
中
島
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
關
係
圖
書
一
覽
表
」
で
あ
る
田
鍋
幸
信
「
中
島
敦
書
目
」（『
日
本
文
學
究
料
叢
書
梶
井
基

・
中
島
敦
』
載
、
昭
和
五
十
三
年
二
、
有
 堂
刊
）
に
は
、
『
文
體
明
』
に
關
!す
る
書
の
存
在
を
確
"で
き
な
い
。
（
16）
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
山
記
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
日
本
	代
文
學
會
關
西
支
部
秋
季
大
會
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
十
二
日
、
甲
南
大
學
で
開
催
。
問
題
提
#
$：
鷺
只
雄
・
濱
川
%
&・
木
村
一
信
、
司
會
：
吉
田
永
宏
。
「
國
文
學
解
釋
と
鑑
賞
」
'
(二
年
四
號
載
。
の
ち
に
%又
)・
山
洋
*『
中
島
敦
『
山
記
』
作
品
集
	代
文
學
作
品
論
集
(⑩
』
收
、
二
〇
〇
一
年
十
、
ク
レ
ス
出
版
刊
）
に
お
い
て
、
第
二
の
シ
ン
ポ
ジ
ア
ス
ト
と
し
て
登
場
し
た
濱
川
%
&は
「「
人
虎
傳
」
と
の
關
わ
り
」
の
部
分
で
、
中
島
が
『
代
叢
書
』
系
本
文
に
加
え
た
改
變
か
ら
「
人
虎
傳
+」
と
「
山
記
+」
の
い
に
言
,し
、
「
記
」
に
關
し
て
、「
中
國
の
『
文
體
明
』
と
い
う
よ
う
な
本
に
よ
り
ま
す
と
、
「
記
」
は
叙
事
を
以
て
-と
な
す
、
.ち
あ
る
事
柄
の
顛
末
、
由
來
を
書
く
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
、「
人
虎
傳
」
の
「
後
日
談
の
カ
ッ
ト
の
一
因
に
は
、
や
は
り
「
山
記
」
の
「
記
」
と
い
う
樣
式
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。」
と
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
文
體
明
』
の
「
記
」
の
後
續
部
分
に
あ
る
「
議
論
」
、
あ
る
い
は
「
傳
」
の
文
體
に
關
し
て
は
論
,し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
17）
/（９
）

0。
（
18）
/（
16）

0の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
第
一
番
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ア
ス
ト
で
あ
る
木
村
一
信
は
、
「
素
材
の
「
人
虎
傳
」
を
め
ぐ
っ
て
」
の
部
分
で
、
鹽
谷
1の
「
代
小
」
に
關
す
る
解
題
に
眼
し
、
「
こ
の
「
晉
小
」
を
中
島
が
讀
ん
だ
、
「
解
題
」
を
眼
に
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
な
ら
ば
、
「
下
第
不
2の
秀
才
輩
が
仙
侠
・
艷
を
藉
り
て
、
無
聊
不
'の
感
3を
吐
露
せ
し
も
の
」
と
の
一
文
、
こ
の
あ
た
り
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
と
言
い
ま
す
か
、
中
島
の
心
を
捉
え
、
こ
の
素
材
に
目
さ
せ
た
一
4因
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
」
と
の
推
測
を
提
示
し
て
い
る
。
か
つ
、
材
源
の
「
人
虎
傳
」
か
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
伝
」（
堀
）
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ら
「
山
記
」
へ
の
タ
イ
ト
ル
の
變
更
に
つ
い
て
、「「
傳
」
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
一
代
記
と
か
生
涯
の
記
と
い
っ
た
意
味
で
す
が
、
人
が
虎
に
な
る
話
、
虎
に
な
っ
た
人
の
生
活
の
記
か
ら
、
も
と
も
と
、
事
の
顛
末
を
書
き
記
し
た
も
の
と
の
原
意
を
も
つ
「
記
」
で
あ
る
「
山
記
」
へ
と
變
貌
さ
せ
る
意
圖
は
中
島
に
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
、
「
山
」
と
い
う
語
が
意
味
を
も
っ
て
き
ま
す
。
」
と
べ
、
「
こ
の
・
山
〉
を
物
語
體
の
た
る
臺
と
し
、
そ
の
臺
で
演
じ
ら
れ
た
一
人
の
人
、
	代
人
の
事
件
の
記
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
「
記
」
を
捉
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
「
記
」
と
「
山
」
と
を


す
る
見
地
は
重
で
あ
る
。
（
19）
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
一
、
文
會
堂
書
店
刊
。
大
正
六
年
五
に
は
、
第
十
版
を
數
え
て
い
る
。
な
お
、
森
槐
南
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
生
ま
れ
で
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三

七
日
に
し
て
い
る
。
（
20）
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
九
、
支
文
學
大
刊
行
會
刊
。
非
賣
品
。
「
支
小
史
」
（
鹽
谷

）
、
「
代
小
」
（
川
端
康
ほ
か
譯
）、「
代
小
（
原
文
）」（
鹽
谷
註
）
か
ら
る
。
（
21）
原
文
に
は
、
「
甘
蠅
、
古
之
善
射
。
弓
而
獸
伏
鳥
下
。
弟
子
名
飛
衞
、
學
射
於
甘
蠅
、
而
巧
其
師
。
紀
昌
、
又
學
射
於
飛
衞
。
」
と
最
初
に
記
す
。
（
22）
「
山
記
」
と
い
う
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
關
し
て
、
又
「『
山

記
』
と
『
名
人
傳
』」（『
中
島
敦
の

』
載
。
二
〇
〇
四
年
十
、
筑
書
刊
）
の
「『
山
記
』
に
つ
い
て
」
の
中
で
、「
中
島
敦
は
原
典
で
あ
る
「

マ
晉 マ
小
集 マ
マ
」
『
人
虎
傳
』
の
物
に
ぎ
る
タ
イ
ト
ル
を
 っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、」
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、「
記
」
に
つ
い
て
、「
!文
の
用
法
で
は
元
來
も
の
の
由
來
を
示
す
字
な
の
だ
。
從
っ
て
「
山
記
」
と
は
山
と
の
由
來
、
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
李
"の
悲
劇
と
ず
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
の
「
記
」
は
、
#原
定
家
『
明
記
』
な
ど
と
言
っ
た
と
き
の
「
記
」
と
同
じ
、
日
本
な
用
法
な
の
で
あ
る
。
」
と
自
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
記
」
に
關
す
る
理
解
に
は
與
し
か
ね
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
$識
の
ズ
レ
こ
そ
が
「
記
」
や
「
傳
」
に
對
す
る
個
人
の
經
驗
値
な
%相
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
〔
付
記
〕
本
論
考
は
、
二
〇
〇
九
年
八
一
日
に
開
催
さ
れ
た
和
!比
較
文
學
會
第
百
四
回
東
部
例
會
（
サ
ン
・
リ
フ
レ
函
&）
で
の
發
表
「
中
島
敦
に
お
け
る
「
記
」
と
「
傳
」」
の
'
(部
分
を
原
稿
)し
た
も
の
で
あ
る
。
當
日
、
會
場
・
懇
親
會
の
席
で
頂
戴
し
た
ご
*示
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
後
(部
分
は
、
早
稻
田
大
學
國
語
*育
學
會
「
國
語
*育
+究
」
第
三
十
集
（
二
〇
一
〇
年
三
刊
行
豫
定
）
に
,載
さ
れ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
讀
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
214
